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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

み
ん
な
で
防
ぐ
障
が
い
者
虐
待
〜
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
〜

く
ら
し
悩
み
ご
と
相
談
所

認
知
症
介
護
家
族
の
座
談
会

広報くろしお１１月号、１ページ　表紙の「わがまち

データ」に誤りがありました。

お詫びするとともに、ここに訂正させて頂きます。

１５歳未満の年少人口　１,０４３人（比率８.９０%）

    　　　　　　　　　（男５５７人 女４８６人）

６５歳以上の老齢人口　４,８４４人（比率４１.３５%）

    　　　　　　　　　（男２,０２９人 女２,８１５人）

１５歳未満の年少人口　９８５人（比率８.５９%）

    　　　　　　　　　（男５１５人 女４７０人）　

６５歳以上の老齢人口　４,８４１人（比率４２.２１%）

    　　　　　　　　　（男２,０４１人 女２,８００人）

　２０１７（平成２９）年９月３０日現在

【お詫び・訂正】
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人
が 元

気

黒潮町地域包括
支援センター

　
「
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
」
が
、

１２
月
５
日
（
火
）
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合

同
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
が
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
様
々
な
悩
み
ご
と
相
談
を
行
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

１２
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
（
相
談
受
付
は
午
後
３
時

３０
分
ま
で
）

◆
場
所
 

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎

　
　
　
　
７
Ｆ 

会
議
室
　

　
高
知
市
栄
田
町
２
丁
目
２
―

１０

◆
相
談
担
当
者

 
弁
護
資
格
や
司
法
書
士
資
格
を
有
す

る
人
権
擁
護
委
員

◆
相
談
内
容
　
差
別
・
暴
行
・
虐
待

い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
法
律
・
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

◆
料
金
　
無
料

 
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
�事
前
予
約
制
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

 
高
知
県
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　
蕁

０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

 
障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を

受
け
た
（
ま
た
は
受
け
て
い
る
）
と
思
わ

れ
る
障
が
い
者
を
発
見
し
た
人
は
、
す

み
や
か
に
通
報
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
虐
待
の
早
期
発
見
、

通
報
が
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
虐
待
と
は

①
身
体
的
虐
待
…
暴
行
に
よ
り
体
に
傷

や
痛
み
を
与
え
る
こ
と

②
性
的
虐
待
…
無
理
や
り
わ
い
せ
つ
な

こ
と
を
す
る
、
さ
せ
る
こ
と

③
心
理
的
虐
待
…
言
葉
や
態
度
で
精
神

的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

④
経
済
的
虐
待
…
本
人
の
同
意
な
く
財

産
や
年
金
な
ど
を
使
う
こ
と

⑤
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
…
世
話

や
介
助
を
せ
ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ

る
こ
と

◆
法
の
対
象
と
な
る
障
が
い
者

 
身
体
、
知
的
、
精
神
な
ど
、
そ
の
ほ

か
心
身
に
何
ら
か
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
困
難
で
援
助

が
必
要
な
方
（

１８
歳
未
満
も
含
む
）

○
通
報
先
・
相
談
窓
口

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―
２
１
１
６

 
認
知
症
介
護
家
族
の
座
談
会
は
、
認

知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
集

ま
り
、
日
々
の
介
護
の
戸
惑
い
、
悩
み
、

喜
び
な
ど
、
互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合

う
集
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
の

思
い
や
体
験
談
な
ど
を
語

り
合
い
、
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
 

１２
月

１９
日
（
火
）

 
 
 
 

午
前

１０
時
〜

１１
時

３０
分

◆
場
所
 

黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 

２
Ｆ 

健
康
研
修
室

○
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁

４
３
―
２
２
４
０
 

冬の道路の通行は、出発前の準備をしっかりと

四国の道路も、冬期は積雪や凍結によりスリップ事故や車の立ち往生が発生し、重大な事故・渋

滞につながることがあります。お出かけ前の情報収集と、冬用タイヤやチェーンの準備が必要です。

▼四国の道路情報はこちらから（「四国道路情報」で検索）

・パソコンから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・携帯電話、スマホから

　https：//www.skr.mlit.go.jp/road/info/index.html　　　

○問い合わせ　道の相談室 蕁087－811－8460

　　　　　　　国土交通省 四国地方整備局 道路部道路管理課　 蕁087－851－8061（代表）

誤

正


